
         自然体験プログラム 2024年概要書 

■タイトル：海から学ぶプログラム～漁業体験～(袖浜版) 

 

南三陸の基幹産業である漁業について学ぶプログラムです。漁師が普段使用する漁船に乗

船し湾内を周遊します。その他、養殖業についての紙芝居や、生き物観察、ロープワーク

等を通して、漁師の仕事や養殖漁業の仕組みについて学びます。 

 

■料    金：1名3,630円(税込)/荒天時の場合1名2,420円(税込) 

・乗船体験・牡蠣の採苗器作り・ロープワーク＆生きもの観察等・漁協職員による漁

業講義 

上記内容より3つ選択可能です。 

※オプション 

・大漁旗作り(＋1名700円)・生きものコーナー＆牡蠣剥き体験(＋1名700円/1名3個

程度) 

     ・荒天時：体験内容が陸上体験のみとなります。 

■所要時間：90分(1時間半) 

■定    員：30名～80名 

※引率の方も乗船する場合、1名とみなします。 

■開催場所：袖浜漁港(志津川地区) 

■期    間：5月～9月末 

(※生き物観察実施可能時期：4月-5月・11月-12月 となります) 

■服    装：動きやすい服装 

■持 ち 物：帽子、防寒着、少雨決行のため雨合羽 

            (※採苗器作り・牡蠣剥き体験：軍手のご準備お願い致します) 

■留意事項 

・小雨決行です。但し、波の状況によっては晴天時でも乗船を中止する場合がございますので、 

 ご了承ください。 

・午後は波風が強まり、体験に不向きな条件になる確率が高まりますので、午前の体験をお勧め 

 致します。 

 

■注意事項 

・漁師さんの話をよく聞き守ってください。 

・乗船前に救命胴衣が配られますので、正しく着用してください。 

・漁具を触らない。船から身を乗り出さない。 

・万が一酔った場合はすぐお知らせください。 

・乗船する際、救命具を装着するのでリュックなど大きな荷物はバスなどへ置いておくようお願

いします。 

 

 

 

 

 



 

■漁港までのルート 

場所：南三陸町志津川袖浜「袖浜漁港」Googleマップ>> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■体験内容 

※荒天時の場合は陸上体験のみとなります。 

➀広場に集合し、インストラクターより挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

②グループごとの体験活動(事前に選択可能です) 

【乗船体験】 

・養殖の水揚げは行いません。遊覧と海上で養殖場所の案内や海の説明を行います。 

※船の定員数を事前にお知らせしますので、班分けが生徒さん方で把握できているようにお願いし

ます。 

※ライフジャケットの着用後乗船をお願いします。初回は生徒さん方へ配布、2回目以降は 

乗船している生徒さんから次に乗船する生徒さんへ渡していただきます。 

 

 

 

 

 

 
２隻 

気仙沼方面 

https://www.google.co.jp/maps/dir/%E5%AE%AE%E5%9F%8E%E7%9C%8C%E5%8D%97%E4%B8%89%E9%99%B8%E7%94%BA%E5%BF%97%E6%B4%A5%E5%B7%9D%E4%BA%94%E6%97%A5%E7%94%BA%EF%BC%92%EF%BC%90%EF%BC%90%E2%88%92%EF%BC%91+%E9%81%93%E3%81%AE%E9%A7%85+%E3%81%95%E3%82%93%E3%81%95%E3%82%93%E5%8D%97%E4%B8%89%E9%99%B8/%E5%AE%AE%E5%9F%8E%E7%9C%8C%E5%8D%97%E4%B8%89%E9%99%B8%E7%94%BA%E5%BF%97%E6%B4%A5%E5%B7%9D%E8%A2%96%E6%B5%9C+%E8%A2%96%E6%B5%9C%E6%BC%81%E6%B8%AF/@38.6752523,141.452435,15z/data=!4m14!4m13!1m5!1m1!1s0x5f88ffac6c035585:0x84d57c27177435f5!2m2!1d141.4478568!2d38.678935!1m5!1m1!1s0x5f88fecaac24ecdb:0xdcfe691cecbb1bf8!2m2!1d141.4675262!2d38.6738246!3e0?entry=ttu


  

【牡蠣の採苗器作り】                【大漁旗作り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■関連するSDGsのゴール 

・8.働きがいも経済成長も 

・12.つくる責任つかう責任 

・14.海の豊かさを守ろう 

 


